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お問い合わせ：森林の文化創造推進課　電話：0889-65-0811　お気づきの点、ご意見・ご要望がございましたらご連絡ください。
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　協力隊員に伝えたいこと 

　早いもので、梼原町に呼んでいただいて1年余りが過ぎました。 
　簡単に私自身の話をさせていただきます。私は、東京オリンピックが開催された昭和39年生まれです。父親が旧香北町猪野々で農業の傍ら林業に従事して
きたこともあり、私も小学校に入る前から林業に関わってきた記憶があります。 
高校卒業とともに、「何となく今できることは林業しかないな」と思い、伐出主体の林業からスタートし、その後、前職の香美森林組合に35年間勤めま

した。そして、退職後直ぐの令和3年10月に現在の会社を起ち上げました。主に高知県森林組合連合会、高知県労働力確保支援センター、高知県林業災害防
止協会などで仕事をさせていただいております。 
さて、梼原町での私の役目は、地域おこし協力隊員の育成であります。現在の仕事を始めて間もない頃に、笹岡会長より「町林業のサポーター役を」と

いう話を頂戴しました。梼原町とは、20代の頃の青年団活動が盛んな折に交流を重ねた記憶がありますが、林業に関しては、FSCへの取組など全国的にも
脚光浴びる町であることぐらいしか知りませんでした。 
ところが実際、梼原町に来てみると、立道課長の熱意、また周囲のスタッフの協力体制、隊員の真面目さなど本当に驚かされることばかりでした。 
林業における私の師は、香美森林組合の前組合長（現組合理事）野島常稔氏であります。 
野島氏からは常に「森林所有者の立場でものを考えよ。1本1本願いを込めて木を植えた歴史がある。その所有者一人一人の思いを忘れたらいかんぞ」と

教えられてきました。今もその教えを胸に刻み、事あるごとに今後の林業を担う方々に話をさせていただいております。 
協力隊員の皆様には、梼原町で林業に携われることを誇りに思える人であって欲しいです。森林は、地球温暖化防止や水源涵養など多くの公益機能を発揮

し、それこそ持続可能な仕事の最先端であると思います。しかしながら、危険な仕事であることも間違いありません。「安全第一を基本に梼原町を守る真の
ヒーローであって欲しい」それが私の願いです。 
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梼原町協定企業との交流会を開催＠東京 

　 
　1月13日、東京・日本橋にて、梼原パートナー会議が開催され、（株）
ADX、（株）STS、長瀬産業（株）、HARDWOOD（株）、（一社）
more trees、矢崎総業（株）（五十音順）の計6社に、森林の文化創造推
進課とReMORIからの出席者を合わせて総勢約30名が集まりました。そ
れぞれ個別に梼原町の森林づくりを支えてくださる企業ですが、今回初め
て一堂に会し、各々の取組について紹介し、意見交換し合う機会となりま
した。 
　長い名刺交換タイムを経て始まった会議の中では、幾度となく「私たち
も似たようなことを考えていました！是非一緒にやらせてくだい！」とい
うシーンが見られ、今後に繋がる会議になりました。 
　各企業、共通していたのは梼原町に魅力を感じている点、梼原町の魅力
を守り続けるため、また更に引き出すための取り組みを行いたいと強く
思っている点でした。 
　町外の多くの方々が真剣に梼原町の森林づくりのことを考えてくださっ
ていることを実感し、大変頼もしく感じるとともに、私自身も梼原町の中
からしっかり森林づくりを担えるようにならねばと身の引き締まる思いで
した。 
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JOIN「移住・交流&地域おこしフェア」に参加 

　１月14日(土)と15日（日）に東京で開催された「JOIN移住・交流＆
地域おこしフェア2023」に参加しました。地域おこし協力隊として梼
原で一緒に森林づくりをする仲間を探しに、２日間ブース出展を行いま
したところ、20組の来場者と出会うことができました。 
　十代から五十代まで幅広い年齢層の方々がいらっしゃいましたが、
どの方も梼原町の森林づくりの取り組みに非常に興味を持っていただ
き、「梼原へ行ってみたくなった」とのお声をいただきました。 
　今回のフェアで我々のブースに訪れた方の中には、梼原に来て、
ReMORIの現場を見学する予定を決めていただいた方もおられまし
た。 
　ReMORIの活動、そして梼原での林業の仕事に関心を持っていただ
き、関係人口を少しずつ増やしていくことで、一緒に森林をつくる仲間
づくりにつながっていくものと実感しました。これからも自分たちの仕
事としっかりと向き合い、たくさんの方に興味を持ってもらえる取り組
みを続けていきたいと思います。  
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